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（1）事業所名及び代表者名

　・事業所名 東海冷熱工業株式会社
　・代表者名 辻村　勝

（2）所在地

　・本社事業所 静岡県浜松市東区篠ヶ瀬町1369番地
　・和地事業所 静岡県浜松市西区和地町3164番地

（3）環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

　・環境管理責任者名　　　 鈴木　勇次　　

　・担当者名 矢五田　宏恵
TEL 053-465-5355
FAX 053-465-5352
mail mttoukaireinetu@carol.ocn.ne.jp

　　　　　　　　設立年月　　　　　　昭和６０年　６月８日
　　　　　　　　資本金　　　　　　　　２０，０００千円

　　　認証・登録証
　　　　　　　①管工事業、電気工事業   建設業許可番号 静岡県知事許可（般ー２８）第２２９４９号
　　　　　　　②＜静岡県＞男女共同参画社会づくり宣言事業所・団体登録
　　　　　　　③インターンシップ制度活動事業

　　　　　　　・空調装置設備工事　　　　　　　　　　・ｶﾞｽｴｱｺﾝ（GHP,KHP）設備工事
　　　　　　　・恒温恒湿装置設備工事　　　　　 　・ﾌﾛﾝｶﾞｽ回収、無害化破壊処理
　　　　　　　・冷凍、冷蔵庫装置設備工事　　　　・工業、農事用冷却装置設備工事
　　　　　　　・冷媒配管設備工事　　　　　　　　　 ・保守点検整備工事
　　　　　　　・太陽光発電設備工事

（5）事業の規模

単位 2015年 2016年 2017年
売上高 百万円 172 262 2558.082
従業員 人 14 13 14
床面積 ㎡ 668.25 668.25 668.25
（和地事業所） ( ㎡ ) 508.63 508.63 508.63
（本社工場） ( ㎡ ) 115.08 115.08 115.08

１.　組織の概要

【設計・施工・保守ﾒﾝﾃﾅﾝｽ】

（4）事業の概要

　　　営業種目

２. 認証・登録の範囲
対象組織： 東海冷熱工業株式会社 本社事業所、和地事業所

対象活動： 管工事業（冷凍、空調施設）及び電気工事業（再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ 発電設備）

の設計・施工・ﾒﾝﾃﾅﾝｽ並びにﾌﾛﾝｶﾞｽの回収作業
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・　定期的にエコアクション21全体の取組状況を評価し、全体的な見直しを

　　実施し必要な指示を行う

・　エコアクション21の運用状況等を代表者に報告する

・　事業所と現場との調整
環境管理責任者補佐

（二栗健太郎）

環境管理責任者

代表

・　環境管理責任者を任命しEA21の運用における責任と権限を与える。

（大橋清人）

補佐
（大橋恒夫）

補佐
・　EA21の書類関係の保管

全従業員
・　EA21活動の適切な実践

・　EA21ｼｽﾃﾑの円滑な事務的サイドよりのサポート

・　環境管理責任者の補佐補佐
・　EA21の書類関係の保管（川合直毅）

環境事務局

2017年2月28日現在

東海冷熱工業株式会社エコアクション21 〈組織体〉

代表者 辻　村　　勝　（代表取締役）

（矢五田宏恵）

・　各ﾃﾞｰﾀの取りまとめ、ﾚﾎﾟｰﾄ、文書等の作成及び管理。

・　補佐、従業員への協力要請、並び指示。

（鈴木勇次）

・　環境管理責任者の補佐

・　環境管理責任者の補佐

・　環境管理責任者の補佐

・　環境方針に基づく目標の設定及び推進確認。

・　現場ｻｲﾄﾞでの取りまとめ

・　社長への進捗状況並びに実績の報告、連絡、相談。

・　EA21ｼｽﾃﾑの円滑な運用。

環境管理責任者

・　効果的な環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄを実施する為に役割、責任、及び権限を定め

担当者

二栗健太郎（取締役部長）

大橋恒夫（技術部部長）
大橋清人（技術ｻｰﾋﾞｽ部長）
川合直毅

環境管理責任者
　　（補佐）

鈴　木　勇　次（取締役部長）

補　　　　佐

環境事務局 矢五田宏恵

業　務　内　容

・　環境方針を制定する

・　EA21の実施及び管理に必要な人員、設備、費用等を準備する。

（辻村　勝）

　　各自が認識できる組織体制を従業員に周知する。
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　して、行動指針を制定して環境保全に努めます。

　③　　環境関連法令（フロン排出抑制法等）を遵守します。

　　　　　　　　ア・　二酸化炭素排出量を削減します。
　　　　　　　　イ・　リサイクル率の向上に努めます。
　　　　　　　　ウ・　節水に努めます。
　　　　　　　　エ・　商品、備品、車両等のグリーン購入を推進いたします。

　⑥　　行政や地域における環境保全活動に対し積極的に参画し、地域との融和を図ります。

　⑦　　環境方針を全ての従業員に周知徹底し、環境保全に関する知識・認識の向上を図ります。

　⑧　　この環境方針及び環境活動レポートは、社外の人にも公開します。

　　　　                                                                       　　　　　　　　　　　　 制定  ２００７年　９月２６日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　改定　２０１２年　５月１日

                                                                            東海冷熱工業株式会社
                                                                             代表取締役　　辻村　勝

　　　　　効果的な取り組みを行います。

　①　　事業活動において、資源を大切にして省エネルギーや資源循環などに取り組みます。

　②　　環境汚染を未然に防止しながら環境に配慮した経営を継続し常に改善します。

　⑤　　環境にやさしい再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ事業及び冷凍、空気調和設備の普及に努めます。

３.　環　境　方　針

【基本理念】

　東海冷熱工業株式会社（以下当社という）は、社会の一員として地球環境を守ることの重要性を認識

【行動指針】

　当社は、冷凍、空気調和設備工事及び販売の事業活動において環境に与える影響を少なくするために、
　以下の環境保全活動を推進します。

　④　　次の事項を、重点的なテーマとして、環境目標を設定し、必要に応じて見直し、
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4．環境目標

（1）環境への負荷の状況（事業所及び現場）

単位 2015年 2016年

①　温室効果ガス排出量 kg-CO2 38051 37679
kg-CO2

kg-CO2

②　廃棄物排出量及び 再資源化量 t 2.46 2.42748
廃棄物最終処分量 （　　　　　） t

最終処分量 t 0
再資源化率 ％ 100.00% 100.00%
再資源化量 t 23.09 36884
（中間処分） t 4.87
最終処分量 t 0 0
再資源化率 ％ 81.30% 88.34%

③－１　総排水量 m3 0

m3 170 143

③－２　水使用量 m3 170 143

m3 0

m3 0

④　化学物質使用量 kg 290 130

⑤　エネルギー使用量 MJ 16674 17806
MJ 444988.83 434465
MJ 0

MJ 0

⑥　資源等使用量 t 1.339207 0.63

t 6.391223 4.19

⑦　総製品生産量または t 0.5 1.2814
　　総商品販売量 t 11.6 11.6

(                               )

化石燃料

循環資源使用量

資源使用量

公共用水域

地下水

産業廃棄物

下水道

環境への負荷

二酸化炭素

一般廃棄物

(                               )

上水

新エネルギー

製品生産量等
環境負荷低減に資する製品等

工業用水

冷媒ｶﾞｽ

購入電力（新エネルギーを除く）

その他
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施策

79 106 75

35 40 88

12 12 100

10 10 100

136 168 81

20 20 100

75 92 82

4 4 100

99 116 85

2 2 100

54 62 87

56 64 88

４.その他 2 4 50

2 4 50

実施度合いの低い項目

(２)環境への取組の状況

１．事業
活動への
インプッ
トに関す
る項目

建設機械等の自主点検、現場移動時の燃
料消費をおさえる取組の方法

在庫数量の適正化、商品・製品購入時の
簡易包装等の選択、食品残渣のリサイク
ルの促進

実施度合
（％）

残余資材の発生防止対策及び再使用の
具体策、事務書類等の簡素化、ペーパー
レス化

雨水の利用、水道配管の漏水点検

満点の点
数

チェック結
果の点数

建設機械等の自主点検・環境に配慮した
使用、冷暖房の環境に配慮した使用

１）省エネルギー、
新エネルギー使用の
拡大

２）省資源

環境に配慮した建設資材等の購入時
の検討、社用車の環境に配慮した使
用

地域、外部への積極的な参加

83

社用車の自主点検、環境に配慮した
商品等の積極的な提案

２）施工、販売、提
供する製品、及び環
境配慮

合計

1）グリーン購入
（環境に配慮した物
品等の購入、使用）

※1・・・APFとは通年ｴﾈﾙｷﾞｰ消費効率（Annual Perｆormance Factor)のこと。

293

小計

352

２)環境コミュニケー
ション及び社会貢献

２）廃棄物の排出抑
制、ﾘｻｲｸﾙ

３）節水、水の効率
的使用

有害性のある化学物質の環境に配慮した
使用

生活環境に影響の少ない現場作業方法の
取組

小計

4）化学物質使用量
の抑制、管理

３・製品お
よびサー
ビスに関
する項目

小計

２．事業
活動から
のｱｳﾄﾌﾟｯ
ﾄに関す
る項目

小計

1）温室効果ガスの
抑制、大気汚染の防
止

４）その他生活環境
に係る保全の取組み
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(３)環境目標

中期環境目標 備考
2017年度 2018年度 2019年度

二酸化炭素排出量の削減

  ①購入電力削減

8,654 33.03 ㎏-Co₂/百万円 1%　削減する

  ②化石燃料削減

ガソリン・軽油 26,763 ㎏-Co₂ 102.15 ㎏-Co₂/百万円 1%　削減する

ＬＰＧ・灯油 2,263 ㎏-Co₂ 8.64 ㎏-Co₂/百万円 1%　削減する

産業廃棄物のリサイクル率向上 産廃総量の内７０％超のリサイクル

事業所の節水 節水に努める

機器受注物件数の９８％超を目指す

化学物質使用量の削減
（フロンガスR22）

使用量の削減に努める

グリーン購入の推進 ・購入時はグリーン購入に配慮する。

㎏-Co₂

ﾘｻｲｸﾙ総量／産廃総量
リサイクル総量 44ｔ

（全体の89％）

受注物件数

70 件

件数  /  件数

70/70

排出量／完工高排出量：㎏-Co₂

環境にやさしい省エネ機器の提案

重点項目
20１6年度実績 基準（指標）

ベンチマーク

総量の目標

排出量／完工高排出量：電力（㎏-Co₂）
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５.環境活動計画
(1)環境活動計画

二酸化炭素排出量の削減

  ①購入電力削減
・空調機(EHP)及び空調の管理を徹底する（保守点検、適温化、運転
時間等）

冷房：6月～9月
暖房：11月～3月

二栗

・ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞを効率良く使用し室内温度の適正化を図ると同時に事務所
内の明るさをも考慮していく

年間通じて常に

・ＰＣの効率良い使用、帰宅時主電源OFF 　　〃

・事務作業の効率化、分担を図る 　　〃

  ②化石燃料削減 ガソリン・軽油 大橋恒夫

・ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞを推進する(タイヤ空気圧の適正圧力、アイドリングをしない等） 　　〃

・会社・現場間の往復において「ついで」の用事、作業を細かく行って
いく

　　〃

・現場への相乗り 　　〃

・自転車通勤の推奨 　　〃

ＬＰＧ(GHP、給湯)・灯油

・空調機(GHP)及び空調の管理を徹底する（保守点検、適温化、運転
時間等）

　　〃

・ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞを効率良く使用し室内温度の適正化を図る

・電気ポットは使用せず、魔法瓶の特性を生かした使用に心掛ける 　　〃

産業廃棄物のリサイクル率向上

・産廃の分別の徹底

・種類別の分別箱の設置

・現場で廃材等を分別する

　　〃
鈴木

大橋清人

事業所の節水 ・元ﾊﾞﾙﾌﾞを絞る 　　〃 二栗

・垂れ流しをしない 　　〃

・洗濯機（２槽式）の効率的な使用をする 　　〃

・洗濯物をまとめて洗う 　　〃

・省エネ機器(高APF機器)への更新及び新規購入の提案 　　〃 二栗

・太陽光発電の推進 　　〃 大橋清人

鈴木

化学物質使用量の削減
（フロンガスR22）

・機械の更新には多額の費用が発生し、2020年には生産が原則全廃
されることを改めて説明し、設置先担当者との密な相談を行い機械の
更新を行っている

　　〃 〃

グリーン購入の推進 ・商品、備品及車両等の購入時はグリーン購入 　　〃 二栗

重点項目 具体的な取組内容 期間 責任者

環境にやさしい省エネ機器
の提案
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６.　環境目標の実績

（１）環境目標の達成状況及び環境活動計画の実施状況

重点項目 目標 実績 比較グラフ

購入電力削減
kg-CO₂/百万円

※CO2排出量の算出には中部電力（㈱）の
平成29年度　実排出係数0.485kg-CO₂/kwhを用いました。

32.70 32.34

化石燃料削減
（事業所+建設現場）

kg-CO₂/百万円

ガソリン
軽油
ＬＰＧ
灯油

102.68109.68

2015年 2016年 2017年

目標 前年

1㎏-Co₂/百万円削減
42.398 39.254 32.699

購入電力 ㎏-CO₂ 39.651 33.029 32.341

完工高 百万円 209 262 292

0
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0
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50

二酸化炭素排出量（購入電力）

2015年 2016年 2017年

目標 前年

1㎏-Co₂/百万円削減
104.198 140.987 109.677

化石燃料合計 ㎏-

CO₂
142.411 110.785 102.677

完工高 百万円 209 262 292

0
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100
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300
350

0
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60
80

100
120
140
160

二酸化炭素排出量（化石燃料合計）
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６.　環境目標の実績

（１）環境目標の達成状況及び環境活動計画の実施状況

重点項目 目標 実績 比較グラフ

化石燃料削減
（事業所+建設現場）

kg-CO₂/百万円

ＬＰＧ
灯油

8.55 7.52

化石燃料削減
（事業所+建設現場）

kg-CO₂/百万円

ガソリン
軽油

101.13 95.16

2015年 2016年 2017年

目標 前年

1㎏-Co₂/百万円削減
96.637 132.946 101.128

ガソリン・軽油 ㎏-

CO₂
134.289 102.149 95.162

完工高 百万円 209 262 292

0
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二酸化炭素排出量（ガソリン・軽油)

2015年 2016年 2017年

目標 前年

1㎏-Co₂/百万円削減
7.562 8.041 8.550

LPG・灯油 ㎏-CO₂ 8.122 8.636 7.515

完工高 百万円 209 262 292

0
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100
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200
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300
350

0
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9

10

二酸化炭素排出量（ＬＰＧ・灯油)
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６.　環境目標の実績

（１）環境目標の達成状況及び環境活動計画の実施状況

重点項目 目標 実績 比較グラフ

節水に努
める

70%産業廃棄物のリサイクル率 86%

事業所の節水

2015年 2016年 2017年

廃棄物総量 ｔ 30.86576 44.1 45

廃棄物のﾘｻｲｸﾙ排出

量 ｔ
25.55 39.3 38.6

目標値 産廃総量の内

70%超 t
22 31 32

リサイクル率 83% 89% 86%
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６.　環境目標の実績

（１）環境目標の達成状況及び環境活動計画の実施状況

重点項目 目標 実績 比較グラフ

503 ㎏ 353 ㎏

98%
環境にやさしい

省エネ機器の提案達成率

グリーン購入の推進 配慮

100%

化学物質使用量
フロンガスＲ２２

2015年 2016年 2017年

環境にやさしい高

APF機器の提案
70 70 65

受注件数 70 70 65

達成率 % 100% 100% 100%
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７.　活動計画の取組結果
重点項目 環境活動取組の内容 次年度の取組

空調機(EHP)及び空調の管理を徹底する（適温化、運
転時間、保守点検、等）

○
季節によって適正温度、運転時間等が定められており、社員全員が認
識し守られている。

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞを効率良く使用し室内温度の適正化を図ると
同時に事務所内の明るさをも考慮していく

△
ブラインドを上手に使用し、事務所内温度の適正化及び照明の共有も
同時に図っている

ＰＣの効率良い使用、帰宅時主電源OFF ○ 主電源は帰宅の際は必ず切られている。

事務作業の効率化、分担を図る ○
事務作業の効率化は随時行われており、PCの効率良い使用にもつな
がってきている。

ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞを推進する △
長時間にわたる停車(駐車　という概念）に当てはまるときは、エンジン
を切ることを心がけることを呼びかけてきた。

会社・現場間の往復において「ついで」の用事、作業を
細かく行っていく

○
現場に向かう前の準備を怠らず、最低限の車両にて現場へ行くことを心
掛けた。

現場への相乗り ○ 同上

自転車通勤の推奨 △ 社員各々が健康の為にとできる限り自転車通勤を行っているものもいる。

空調機(GHP)及び空調の管理を徹底する（保守点検、
適温化、運転時間等）

○
季節によって適正温度、運転時間等が定められており、社員全員が認
識し守られている。

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞを効率良く使用し室内温度の適正化を図る ○ ブラインドを上手に使用し、事務所内温度の適正化も同時に図っている

電気ポットは使用せず、魔法瓶の特性を生かした使用
に心掛ける

○ ヤカンでお湯を沸かし、昼に補充・再沸騰させている

産廃の分別の徹底 △

種類別の分別箱の設置 ○

現場で廃材等を分別する ○

元ﾊﾞﾙﾌﾞを絞る ○

垂れ流しをしない ○

洗濯機（２槽式）の効率的な使用をする ○

洗濯物をまとめて洗う ○

省エネ機器(高APF機器)への更新及び新規購入の提
案

△

太陽光発電の推進 △

化学物質使用量
の削減(フロンガ
スR22）

機械の更新には多額の費用が発生し、2020年には生
産が原則全廃されることを改めて説明し、設置先担当
者との密な相談を行い機械の更新を行っている

△
なぜ更新をしなければならないのか？作業担当者が根本的なことにつ
いて顧客にあわせた資料等を作成し、諸々ある問題点の解決策を顧客
と共に考えた結果使用量の削減につながっている。

今年度の取組内容を継続しておこなっていくと同
時に、ﾌﾛﾝ冷媒取扱技術者等の講習を受けていな
い社員にも最低限の知識を教えていく。顧客先に
は、義務化されたﾌﾛﾝ類漏えい点検に基づく簡易
点検について、機械所有者が行うべく点検項目、
その内容、方法等を　ｱﾄﾞﾊﾞｲｽしていく。

グリーン購入の推進 商品、備品及車両等の購入時はグリーン購入 ○ ｶﾀﾛｸﾞ等を参考にしｸﾞﾘｰﾝ購入を心がけてきた。 今年度の取組内容を継続しておこなっていく

その他取組結果の評価

全体的な環境活動の取組について、各個人の業務における中での活動はそれぞれ意識的に取り組まれており、各項目の評価は年々安定してきた。しかし社内全体見渡しての活動はまだ少し乏しいよう
にも感じられる。
例えば産廃の分別について、特に若手社員において意識の低さがみられる。今後も継続して気付いたその都度指導し、繰り返し説明を行っていく必要がある。
また社員各々が受け身でいるばかりでなく、積極的に関わりを持てるような環境を作り上げていく対策を同時に考えていかなければならない。

化石燃料削減 上記同様今年度の取組内容を継続し、日々削減
できる取組を社員各々おこなっていく。

活動内容の評価

購入電力削減

産業廃棄物のリ
サイクル率向上

先輩社員の指導の効果が表れてきていると思われる。現場、社内それ
ぞれにおいて、社員各人が分別を意識し、間違いが発見された場合は
その場の指導がすぐに行われている。

事業所の節水
2層式洗濯機を使用しているため、最後のすすぎの水は残し、次の洗濯
用として使用している。軍手、ウエス用タオル等作業で使用したものは、
予洗いを行いある程度まとめて洗濯を行っている。

今年度の取組内容を継続し、日々削減できる取組
みを社員各々おこなっていく

今年度の中でまだ改善できる余地は残されている
という意識で更にﾘｻｲｸﾙ率の向上を目指していく

今年度の取組内容を継続しておこなっていく

環境にやさしい
省エネ機器の提
案

現担当者は、ﾒｰｶｰ担当者とｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを密にし、あらかじめ自己の知
識を深め、機器の更新、修理・保守点検等の際顧客へ分かりやすい適
切なｱﾄﾞﾊﾞｲｽを心がけている。

現担当者は、今年度の取組内容を継続しておこ
なっていく。同時に後進の育成も行う
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８.問題の是正処置・予防処置及びその結果

重点項目 問題点 原因 是正処置・予防処置 結果

購入電力削減 席を離れる際の照明の消し忘れ
つい・・・又はうっかり・・・等忘れ
てしまう

席を離れる際再度振り返る
各自が注意する

消し忘れが少なくなった
気付いた人が消している

化石燃料削減
今期は努力した結果が反映されてい
る

－
社員一人一人の努力を継続していく
営業、現場責任者、現場作業員とがコミュニケーションを
図り当日の作業内容をしっかり把握する

－

産業廃棄物のリサ
イクル率向上

社員の経験不足
　〃　　意識の低下

新入社員の増加
これ位なら混ざっていてもいいだ
ろう・・・自分、周りへの甘え
分別する時又は処理ボックスへ
入れる時経験が浅くても一人で
の作業が求められる時がある

OJTを日々繰り返しおこない、双方の認識の向上・経験
不足を解消していく
廃棄物の一時保管場所を設置し、天候・隣近所への配慮
をし、分別する種類ごとに廃材（ドラム缶等）を使用し分か
り易い設置をする

金属類の混在が減ってきている
産廃業者の回収時の注意事項
がほとんどなくなった

事業所の節水
洗濯機の効率的な使用ができていな
い

２槽式洗濯機を使ったことがな
い

使用方法の説明を先輩社員が都度行っていく

最終のすすぎの水を溜め水とし
て残し次の洗濯に使っている

環境にやさしい省エ
ネ機器の提案

説明できる社員が限られている

相互に自覚がない(教えよう、教
わろう、覚えよう）
教えられた側が疑問を持たない
（何故だろう？）

メーカーのカタログを提示し、環境に配慮した省エネ機器
であること更にランニングコストからみた電気代の削減に
つながることを担当者自らの言葉でも説明をおこなう。
後進育成のために、現在月1回行われている現場作業員
全員が参加する技術会議での指導、先輩社員が若手社
員を顧客先との商談に同席させる等の教育をおこなう。

まだ出ていない

化学物質使用量の
削減
（フロンガスR22）

機械の残存台数も多く更に機械自体
が相当年数経過しておりフロンガスの
漏えいが十分考えられる

業務用のタイプがほとんどであ
り、更新費用がかかる
R22がオゾン層破壊につながっ
ていることを知らない(オゾン層
の保護、地球温暖化防止)

義務化された「フロン類の漏えい点検」を実施していくと
同時に、機器の所有者が行うべく「簡易点検」の方法をア
ドバイスしていく
相手に合わせた資料を担当者自らが作成し更新をすす
めていく

ガスの補充が減った
更新に向けた計画を共に考え、
更に顧客との話し合いの中で中
身の濃い話につながることも
多々あり相乗効果も生まれてい
る
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９.環境関連法規への違反、訴訟等の有無

（１）当該環境関連法規への違反はありません。尚、関係当局よりの違反等の指摘や訴訟等は、過去３年間ありません。
（２）環境関連法規制等一覧表／遵守状況確認表

作成： 二栗
№ 遵守事項 資格/許可 担当 確認
1 フロン排出抑制法 ・冷媒用フロンの回収、破壊措置 許可№ ・冷凍、空調設備の工事、修理、更新時 事務局 3月1日

　　（対象：顧客先、自社空調機）
・冷媒フロン回収技術者 個人資格 ・冷凍、空調、冷却設備の保守点検

　　（対象：顧客先、自社空調機）

2 高圧ガス保安法 高圧ガスの取扱いの事前届出、管理 許可№ ・フロンガス 事務局 3月1日

・ＬＰＧ 管理台帳により

確認

3 消防法 消防法危険物の事前届出、管理 乙種 ・エンジンオイル 事務局 3月1日

・クーラント
・灯油 確認

4 廃棄物処理法 ＜事業系一般廃棄物＞ ・事務所の廃棄物 事務局 3月1日

　・業者委託処理
　・分別処理
＜産業廃棄物＞ ・工事、修理、更新時の廃材 事務局
　・適正な保管（飛散、油類の流出防止、等）

　・マニフェスト伝票管理
　・リサイクルの促進

5 有害又は有害の恐れのある化学物質の適正管理 ・フロンガス 事務局 3月1日

　・ＳＤＳ制度 　・化学物質等安全データシート（ＳＤＳ）の提供
　　又は入手 確認
　・対象化学物質の取扱い管理

6 許可№ 事務局 3月1日

回収報告書にて

個人資格 確認
7 事務局 3月1日

個人資格 現場にて確認

・機器の点検・修理やﾌﾛﾝ類の充填・回収等の機器整備に関する履歴の記録・保存義務

・算定漏えい量の報告
・機器を廃棄する際は、フロン類を回収しなければならない

現場及び整備
記録簿にて確
認

化学物質管理促進法

委託業者から
の伝票にて
確認

・高圧ガス（酸素、窒素、炭酸ガス、アセチレン）

　・産業廃棄物管理票交付等状況報告（毎年6月末までに）

　・業者委託処理の書面契約（運搬、処理、現地確認）

・換気設備の義務化
・ｱｽﾍﾞｽﾄの撤去 ・解体工事

各県の環境部の
報告書により確認

法規制等名称

・年次報告書、帳簿類の発行及び保管

建築基準法 ・空調、換気設備工事及び改修工事

適用を受ける設備、活動等

・届出（静岡県、愛知県、山梨県等）

オゾン層保護法

・冷凍空調機器の簡易点検・定期点検の義務化

　・掲示板の設置

・冷凍、空調設備の工事、修理、更新時
・解体工事

・特定物質（ﾌﾛﾝｶﾞｽ等）の回収、破壊

・漏えいを発見した場合には、速やかな漏えい個所の特定及び修理を実施
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１０.環境上の緊急事態の想定、予防策

（１）発電機の取扱いに関する環境上の対策・予防措置について

原因 対策・予防措置等

取り扱いが不慣れ 操作手順書を用意

部品の劣化 定期的に点検

給油時に慌てる 焦らず行動、吸着マットの設置

社内 操作及び取り扱いの指導

（２）研修内容
　・実施日 2018年2月1日
　・場所 当社　
　・参加人数 15名
　・研修内容 発電機の取扱いに関する環境上の対策・予防措置について

予想される緊急事態

今年度は停電時と建築現場での発電機の使用の際、油の漏洩を想定した訓練を実施した。普段使用しない社員に使い方を指導し
た。点検はひと月に１回行うことにし、各社員がローテーションで行うことで認識を深め、油の漏洩防止に努めることとした。
また、発電機を使用する際は、燃料漏れ等が環境を阻害する恐れがあることを念頭に置き、吸着マット等を準備し地面や水面に流
失したときは表面に浮いた油を吸着させることを指導した。

燃料及び潤滑油の漏洩
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１１.代表者による全体の評価と見直し 

確認

1 ☑ 「記録・文書」として作成しました。

2 ☑ 継続して取り組みます

3 ☑ 継続して取り組みます

4 ☑ レポートに記載いたしました。

5 ☑ 記録に記載いたしました。

6 ☑ 別紙報告の通り

7 □

8 □

見直し項目

1 環境方針 有 無

2 環境目標 有 無

3 環境活動計画 有 無

4 環境に関する組織 有 無 各担当者の役割の確認と明確化

5 その他のシステム要素 有 無

6 その他（外部への対応） 有 無

（必要に応じて評価・コメント記載）

変更の必要性 「有」の場合の指示事項等

項    目

エコアクション21文書

環境目標及び目標達成状況

環境活動計画及び取り組み実施状況

環境関連法規要求一覧及び遵守状況

１
　
見
直
し
関
連
情
報

２
　
代
表
者
に
よ
る
全
体
評
価
・
見
直
し
指
示

外部コミュニケーション・対応記録

問題点の是正・予防措置の実施状況

取引先、業界、関係行政機関、その他の外部動向

その他（                                            ）

全 体 評 価 

 

今回で認証取得（2008年 6月 13日）第５回更新審査を迎えることになり環境意識の高まりを感じております。 

特に空調・冷凍設備の我が業界では、オゾン層破壊問題で深刻であり、早くから適切なフロンガス回収、破壊処理活動を実施し

て全社員が義務業務活動ととらえ、回収機、関連工具を常備、第 1種フロン類回収事業登録認定（静岡県、愛知県、山梨県）３

県、毎年の回収量、破壊量等の報告も定着している。 

今後も、エコアクション２１での環境科目の取組も１０年間の経験を活かし、少人数ながらも環境意識の高まりを感じており

ます。 

さらに今後も工夫、知恵、考動で取組を期待し、全社員にご苦労さん 

 

見 直 し 

 

エコアクション２１の取組は、全社員全員での取り組みが基本と考えている。しかし、少人数の我が企業では、永年勤続者が在

職いただいている反面、若年者の入退社により、若干意識が薄れている場面を感じ、解決策として取得時に振り返り、講師を招

いての研修会を開催を今年度中には実施したい。 

なお、管理担当の役割の明確化により体制強化を指示 

 

 

 

 

 

 

 

2018年 3月 31日 

東海冷熱工業株式会社 

代表取締役 辻村 勝 
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